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麻
生
首
相
は
１０
月
３０
日
、
追
加

経
済
対
策
を
公
表
し
た
。
同
対
策

の
規
模
は
、
総
事
業
費
で
２６
・
９

兆
円
、
国
費
で
５
兆
円
。
自
治
体

支
援
策
と
し
て
は
▽
道
路
特
定
財

源
一
般
財
源
化
に
伴
う
１
兆
円
の

地
方
配
分
▽
一
般
会
計
へ
長

期
・
低
利
資
金
を
融
資
す
る

地
方
共
同
の
金
融
機
構
創
設

▽
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
（
仮
称
）
創
設
―
―

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

�
２
面
に
関
連
記
事

景
気
の
長
期
的
な
下
降
局
面
に

遭
遇
し
て
い
る
日
本
経
済
に
つ
い

て
、
同
対
策
は
「
全
治
３
年
」
と

診
断
。
対
処
法
と
し
て
「
当
面
は

『
景
気
対
策
』」「
中
期
的
に
は
『
財

政
再
建
』」「
中
長
期
的
に
は
『
改

革
に
よ
る
経
済
成
長
』」
と
す
る

３
段
階
の
処
方
箋
を
示
し
た
。

対
策
は
本
年
度
か
ら
直
ち
に
取

り
組
む
も
の
と
さ
れ
、
３
年
以
内

の
景
気
回
復
を
目
指
す
。
た
だ
し

麻
生
首
相
が
、
同
対
策
公
表
と
併

せ
「
３
年
後
に
消
費
税
の
引
き
上

げ
を
お
願
い
し
た
い
」
と
発
言
し

た
た
め
、
増
税
に
反
対
の
野
党
側

の
反
発
は
必
至
の
状
況
。
し
か
し

地
方
側
と
し
て
は
、
首
相
が
消
費

税
引
き
上
げ
に
言
及
し
た
こ
と

で
、
将
来
の
「
地
方
消
費
税
」
の

引
き
上
げ
に
期
待
は
高
ま
る
。

当
面
の
地
方
側
の
関
心
事
は
、

自
治
体
支
援
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ

た
各
項
目
が
、
確
実
に
担
保
さ
れ

る
か
ど
う
か
に
集
ま
る
。
な
か
で

も
一
般
会
計
向
け
の
融
資
資
金
制

度
の
創
設
は
、
地
方
側
に
と
っ
て

長
年
の
悲
願
と
も
い
え
る
も
の
だ

け
に
、
首
相
提
案
の
早
期
制
度
化

が
渇
望
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
地
方

公
営
企
業
向
け
の
融
資
制
度
は
存

在
し
た
も
の
の
、
一
般
会
計
向
け

の
融
資
制
度
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
だ
。

出
資
金
総
額
等
は
、
今
後

の
議
論
の
結
果
が
待
た
れ
る

が
、
景
気
後
退
に
伴
い
税
収

不
足
に
悩
む
自
治
体
が
、
財

政
運
営
に
困
窮
す
る
こ
と
の
な
い

規
模
で
の
創
設
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
ほ
か
追
加
対
策
で
は
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
臨
時
交
付
金

制
度
を
６
０
０
０
億
円
規
模
と
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
た
。

本
会
の
石
川
隆
二
副
会
長
（
川

越
市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体

の
代
表
は
１１
月
６
日
、
「
地
方
財

政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六

団
体
会
合
」
に
出
席
し
た
。
当
日

は
、
政
府
が
１０
月
３０
日
に
公
表
し

た
追
加
経
済
対
策
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

�
同
対
策
の
詳
細
は
左
欄
に
掲
載

地
方
側
か
ら
は
同
対
策
で
、
道

路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
伴

い
、
新
た
に
１
兆
円
を
地
方
へ
配

分
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
た

め
、制
度
へ
の
要
望
が
相
次
い
だ
。

要
望
の
背
景
に
は
、
地
方
財
源

へ
の
危
機
感
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

般
財
源
化
で
道
路
向
け
財
源
が
細

る
た
め
、
道
路
特
財
を
原
資
と
す

る
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
廃

止
の
動
き
が
見
ら
れ
る
た
め
だ
。

臨
時
交
付
金
の
平
成
２０
年
度
予

算
額
は
６
８
２
５
億
円
。
も
し
廃

止
さ
れ
れ
ば
、
地
方
側
へ
の
配
分

額
は
３
０
０
０
億
円
程
度
増
加
す

る
の
み
と
な
り
、
追
加
対
策
で
掲

げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の

活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
」

と
す
る
責
務
を
果
た
せ
な
い
。

そ
こ
で
石
川
副
会
長
ら
は
、
１

兆
円
配
分
の
制
度
設
計
に
あ
た

り
、
臨
時
交
付
金
と
別
枠
で
の
配

分
と
す
る
よ
う
求
め
た
。

１０
月
２８
日
に
開
か
れ
た
第
２９
次

地
方
制
度
調
査
会
第
１７
回
専
門
小

委
員
会
で
は
、
第
１６
回
専
門
小
委

（
１０
月
７
日
）
に
引
き
続
き
「
議

会
制
度
の
あ
り
方
に
係
る
論
点
」

に
つ
い
て
審
議
し
た
。
こ
の
論
点

は
、
１１
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
る
第

１８
回
専
門
小
委
で
、
最
終
的
に
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
。

地
制
調
で
は
論
点
の
取
り
ま
と

め
後
、
速
や
か
に
第
２
回
総
会
を

開
き
、
専
門
小
委
か
ら
報
告
を
受

け
る
予
定
と
し
て
い
る
。

当
日
の
審
議
で
は「
会
期
制
が
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
の
議
員
就
任
へ

の
意
欲
を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」「
夜
間
や
日
曜
日
に
議
会

を
開
催
す
れ
ば
、
市
民
が
議
会
へ

参
画
し
や
す
く
な
る
の
で
は
」
と

の
意
見
が
出
た
一
方
、「
女
性
議

員
を
増
や
す
の
な
ら
、
夜
間
議
会

で
は
主
婦
の
参
加
が
困
難
」な
ど
、

反
対
す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
議
長
へ
の
議
会
招

集
権
付
与
に
つ
い
て
は
、
第
２８
次

地
制
調
の
答
申
を
受
け
、
臨
時
会

招
集
請
求
権
が
付
与
さ
れ
た
ば
か

り
の
た
め
、
運
用
状
況
を
確
認
し

た
う
え
で
、
引
き
続
き
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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鳩鳩山山総総務務相相とと意意見見交交換換
六団体が追加経済対策で

首首
相相
がが
追追
加加
経経
済済
対対
策策
公公
表表

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
は
６
千
億
円

議
会
制
度
の
あ
り
方
検
討

地
制
調
専
門
小
委

総務相との会合に臨む石川副会長（川越市、右）
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広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会
は

１０
月
３１
日
、
理
事
会
で
要
望
を
ま

と
め
た
。
会
議
終
了
後
に
は
石
橋

力
会
長
（
久
留
米
市
議
会
議
長
）

が
、
要
望
事
項
の
実
現
を
求
め
、

鳩
山
総
務
相
ら
に
面
談
し
た
。

広
域
行
政
圏
施
策
は
、
昭
和
４４

年
度
に
「
広
域
市
町
村
圏
」
が
設

定
さ
れ
ス
タ
ー
ト
。
５２
年
度
に
は

「
大
都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政

圏
」が
設
定
さ
れ
、以
来
２
本
柱
で

地
域
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

「
広
域
市
町
村
圏
」
の
区
分
で

は
、
日
常
生
活
圏
へ
の
広
域
的
な

消
防
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
が
図
ら

れ
、
「
大
都
市
周
辺
地
域
広
域
行

政
圏
」
の
区
分
で
は
、
産
業
・
雇

用
、
教
育
等
に
対
す
る
包
括
的
な

整
備
が
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
平
成
の
大
合
併
を
経

て
、
政
府
は
「
こ
れ
ま
で
の
広
域

市
町
村
圏
等
の
施
策
は
そ
の
役
割

を
終
え
つ
つ
あ
る
」
と
の
認
識
を

示
し
、
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
を

掲
げ
た
。
同
構
想
は
、
圏
域
の
核

と
な
る
「
中
心
市
」
、
中
心
市
を

取
り
巻
く
「
周
辺
市
町
村
」
が
相

互
協
定
を
結
び
、
連
携
を
図
る
制

度
。
▽
中
心
市
か
ら
医
師
派
遣
▽

周
辺
市
町
村
か
ら
食
料
供
給
―
―

な
ど
の
機
能
補
完
を
目
指
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
圏
域
を
対
象

と
し
た
構
想
だ
け
に
、
現
在
の
広

域
行
政
関
連
施
策
と
の
相
違
点
が

分
か
り
に
く
い
。
こ
の
た
め
要
望

で
は
、
関
係
や
位
置
付
け
の
明
確

化
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

当
日
は
、
総
務
省
市
町
村
課
の

加
藤
主
税
・
理
事
官
が
広
域
行
政

関
係
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
三
浦
由
紀
・
大
分

市
議
会
議
長
）
は
１１
月
７
日
、
東

京
・
全
国
都
市
会
館
で
理
事
会
を

開
催
し
、
平
成
２１
年
度
高
速
道
路

建
設
促
進
に
関
す
る
要
望
を
決
定

し
た
。

高
速
自
動
車
国
道
は
、
供
用
率

が
依
然
６
割
に
過
ぎ
ず
、
連
続
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て

い
な
い
現
状
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
政
府
は
２１
年
度
か
ら
の
道

路
特
定
財
源
の
一
般
化
に
際
し
、
１

兆
円
を
地
方
の
実
情
に
応
じ
て
使

用
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
作
る
、

と
の
追
加
経
済
対
策
を
発
表
し
た

が
、
道
路
財
源
の
扱
い
に
つ
い
て

は
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
今
後
、
高
速
道
路

建
設
が
更
に
遅
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
要
望
で
は
▽

高
速
自
動
車
国
道
整
備
計
画
区
間

の
早
期
完
成
▽
幹
線
道
路
及
び
地

域
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進
―
―

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

当
日
は
国
土
交
通
省
の
上
野
進

一
郎
・
有
料
道
路
課
長
が
、高
速
道

路
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

「地方財政確立・分権改革推進」全国大会
～地方財政の確立による住民本位の豊かな地域づくりの実現～

１１月２５日、東京・憲政記念館で開催

本会など地方六団体で構成する地方自治確立対
策協議会と地方分権推進連盟は、１１月２５日に「地
方財政確立・分権改革推進」全国大会を開催いた
します。
活力に満ちた地域づくりを推進するためには、
地方財政の確立が不可欠です。さらに第二期地方
分権改革に向けて、地方への税源移譲を含む税財
政構造の改革や二重行政を解消するための国の組
織改革が欠かせません。
この大会は、住民本位のゆとりと豊かさを実感
できる社会を実現できるよう、地方財政の確立と
分権改革の推進を強く訴えるため開催するもので
す。

記
◆日 時：平成２０年１１月２５日（火）１２：００～１３：００
◆場 所：憲政記念館講堂

（東京都千代田区永田町１－１－１）
◆出席者：自治体関係者 約５００人

（都道府県知事、都道府県議会議長、
市町村長、市町村議会議長 ほか）

◆申込み：送付済の出欠報告書にて
（１１月７日付け、本会の副会長、部会
長、理事市の議長宛て）

◆問合せ：全国市議会議長会 担当：政務第一部
�０３‐３２６２‐５２３５ FAX０３‐３２６３‐５７５１

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
は
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般

財
源
化
に
伴
い
、
地
方
へ
配
分
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
１
兆
円＝

１

面
に
関
連
記
事＝

に
つ
い
て
、
恒

久
的
な
税
源
移
譲
で
講
じ
る
よ
う

求
め
る
方
針
を
固
め
た
。

こ
の
方
針
は
１０
月
３０
日
、
追
加

経
済
対
策
の
公
表
に
先
立
ち
開
か

れ
た
第
６３
回
委
で
、
猪
瀬
直
樹
委

員
（
東
京
都
副
知
事
）
か
ら
、
分

権
委
と
し
て
首
相
へ
意
見
を
出
す

べ
き
と
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。
「
１
兆
円
は
税
源
移
譲

で
地
方
に
配
分
す
べ
き
」「（
配

分
方
法
が
）
地
方
交
付
税
で
は
、

受
け
取
れ
な
い
自
治
体
が
出
て
く

る
」
な
ど
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

こ
れ
ら
の
発
言
を
受
け
丹
羽
宇

一
郎
委
員
長
は
、
地
方
分
権
改
革

担
当
相
、総
務
相
ら
宛
て
に
、今
回

の
方
針
を
伝
え
る
こ
と
と
し
た
。

政
府
は
、
道
路
特
財
か
ら
地
方

へ
１
兆
円
を
配
分
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
取

り
扱
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
地
方
へ
の
配
分
措
置

が
、
単
年
度
に
よ
る
も
の
な
の

か
、
恒
久
的
な
も
の
と
な
る
の
か

も
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

分
権
委
が
、
恒
久
的
な
税
源
移

譲
に
す
べ
き
と
明
言
し
た
こ
と

は
、
地
方
側
が
求
め
て
い
る
「
国

と
地
方
の
税
源
配
分
５
対
５
」
へ

の
布
石
。同
委
の
方
針
を
受
け
、政

府
が
ど
う
動
く
か
注
目
し
た
い
。

高
速
道
路
網
早
期
完
成
を

高
速
協
理
事
会
で
要
望
決
定

定
住
自
立
圏
と
の

広域協
理事会

位
置
付
け
明
確
化
を

１
兆
円
は
税
源
移
譲
で

分
権
委
が
追
加
対
策
で
見
解

鳩山総務相に要望する石橋会長（右）
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トトピピッッ
ククスス

行

事

予

定

議

会

人

事

過
疎
地
域
の
著
し
い
人
口
減
少

に
よ
る
地
域
社
会
の
崩
壊
を
防

ぎ
、
住
民
生
活
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
を
確
保
す
る
た
め
、
昭
和

４５
年
に
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
が
制
定
さ
れ
た
。
以
来
、
過
疎

対
策
に
つ
い
て
は
３
次
に
わ
た
っ

て
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
総

合
的
な
過
疎
対
策
事
業
が
実
施
さ

れ
て
き
た
が
、
現
行
の
特
措
法
は

平
成
２２
年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
過
疎
対
策
事
業
は
、

生
活
環
境
の
整
備
や
産
業
の
振
興

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
し
か
し
過
疎
地
域
は
、
著
し

い
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、

生
活
・
生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
進

み
、
多
く
の
集
落
が
消
滅
の
危
機

に
瀕
す
る
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

広
大
な
国
土
の
過
半
を
全
国
の

１
割
足
ら
ず
の
人
口
で
支
え
る
過

疎
地
域
は
、
農
地
や
森
林
の
適
切

な
維
持
・
管
理
を
通
じ
て
、
下
流

域
に
お
け
る
土
砂
災
害
の
防
止
、

安
心
安
全
な
食
料
の
供
給
や
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
な
ど
、
極
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
引
き
続

き
総
合
的
な
過
疎
対
策
を
実
施
す

る
た
め
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
を
求
め
て
い
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
を
も
と
に
、

９
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
（
上
）
で
は
、

現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
が
平
成
２２
年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

過
疎
対
策
法
の
制
定
を
求
め
る
も
の
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

▽
１１
月
２７
日

国
会
対
策
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
１１
月
２７
日

国
保
制
度
改
善
強

化
全
国
大
会
（
午
後
１
時
半
、

明
治
神
宮
会
館
）

▽
１１
月
２８
日

地
方
税
財
政
対
策

実
行
運
動
（
午
前
１０
時
、
全
国

都
市
会
館
）

▽
１１
月
２８
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▼
議
長

▽
加
賀

小
塩
作
馬（
９
・
２６
）

▽
本
巣

後
藤
壽
太
郎（
９
・
２６
）

▽
阿
久
根

京
田
道
弘（
９
・
２９
）

▼
副
議
長

▽
東
久
留
米

宮
川
豊
史（
９
・
４
）

▽
香
美

石
川
彰
宏（
９
・
２５
）

▽
加
賀

谷
本
直
人（
９
・
２６
）

▽
名
護

屋
比
久

稔（
９
・
２８
）

意見書・決議の議決状況（上） （２０．８．１～１０．３１）

決 議

【税・財政】 【 ６３】 【 ０】
○地方財政の充実・強化 ４５ ―
○地方公会計制度改革の推進 ６ ―
○固定資産税・都市計画税の軽減措置継続 ３ ―
○その他 ９ ―
【地方行政・議会・選挙】 【 １６４】 【 ３】
○新たな過疎対策法の制定 ９４ ―
○地方消費者行政の抜本的拡充 ６１ ―
○その他 ９ ３
【医療・保健衛生】 【 １８５】 【 ３】
○地域医療・救急医療体制の充実・確保 ７０ ２
○ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型関連疾患 ３７ ―
の予防・感染の拡大防止対策の推進
○後期高齢者医療制度の見直し １８ ―
○子宮頸がんの予防・早期発見のための取 １７ ―
り組みの推進
○歯科医療に係る保険適用範囲の拡大 ７ ―
○妊婦健康診査に対する助成措置の拡大 ５ ―
○大阪府の医療費公費負担助成制度の維持 ４ ―
○混合型血管奇形の難病指定 ３ ―
○新型インフルエンザ対策の推進 ３ ―
○国民健康保険制度の改善 ３ ―
○その他 １８ １
【教育・文化】 【 ２４８】 【 １】
○学校施設の耐震化促進 ６８ ―
○私学助成の充実 ４８ ―
○義務教育費国庫負担制度の堅持 ４２ ―
○教職員定数の改善と少人数学級の実現 ３５ ―
○教育予算の拡充 ３３ ―
○総合的な学校の安全対策 ８ ―
○その他 １４ １
【農林・水産】 【 １９８】 【 １】
○燃料、肥料、飼料、農業資材等の価格高 ８７ ―
騰に対する緊急対策
○森林・林業・木材産業施策の積極的な展開 ２４ ―
○食料自給率の向上 ２２ ―
○事故米事件の徹底解明と再発防止と食品 ２１ ―
の安全確保
○ミニマムアクセス米の輸入停止 １５ ―
○農業経営安定対策の充実強化 ５ ―
○国営農業水利事業の存続 ５ ―
○ＷＴＯ協定の見直し ３ ―
○その他 １６ １
【公害・環境保全】 【 １１１】 【 １】
○太陽光発電システムのさらなる普及促進 ８８ ―
○携帯電話リサイクルの推進 ６ ―
○トンネルじん肺根絶のための抜本的な対 ５ ―
策実施
○地球温暖化対策の推進 ３ ―
○その他 ９ １
【合 計】 【 ９６９】 【 ９】
【総合計】 【 １７２４】 【 ４９】

意見書件 名

議会 新
過
疎
対
策
法
の
制
定
が
最
多

９９
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（上）

（３） 平成２０年１１月１５日 第１７０６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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検
討
委
員
会
立
ち
上
げ

全
国
規
模
で
地
域
医
療
の
崩
壊

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に

周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
態
を
招
い
た
原
因
と
し
て
は
、

医
療
費
抑
制
に
よ
る
医
師
削
減
、

診
療
報
酬
引
き
下
げ
改
定
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
直
接
の
引
き
金
と
な
っ

た
の
は
、
平
成
１６
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
た
初
期
臨
床
研
修
医
制
度
で

し
ょ
う
。
同
制
度
導
入
に
よ
っ
て
、

都
市
部
の
病
院
へ
医
師
が
偏
在
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

「
地
域
格
差
」
「
地
域
医
療
問

題
」
の
解
決
に
頭
を
悩
ま
す
自
治

体
は
、
あ
ま
た
に
上
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
問
題
解
決
の
糸
口
を

探
る
た
め
、
議
会
は
何
を
す
べ
き

か
。
こ
の
課
題
に
対
し
、
果
敢
に

挑
ん
だ
の
が
益
田
市
議
会
で
す
。

議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
同

市
議
会
で
は
医
療
問
題
検
討
委
員

会
（
委
員
長＝

石
田
米
治
議
員
）

を
２０
年
４
月
８
日
に
設
置
。
議
会

各
会
派
代
表
７
人
で
構
成
さ
れ
る

同
委
員
会
で
は
、
検
討
項
目
と
し

て
▽
医
療
従
事
者
確
保
対
策
▽
情

報
確
保
・
提
供
▽
広
域
医
療
の
あ

り
方
―
―
な
ど
を
掲
げ
、
審
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

５
月
１２
日
に
は
中
間
答
申
を
取

り
ま
と
め
、
安
達
幾
夫
議
長
に
救

急
医
療
を
守
る
た
め
の
対
策
を
提

言
し
ま
し
た
。
休
日
や
夜
間
、
軽

症
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安

易
に
救
急
外
来
に
駆
け
込
む
「
コ

ン
ビ
ニ
受
診
」
抑
制
を
市
民
へ
訴

え
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

都
市
部
へ
医
療
従
事
者
が
集
ま

る
中
、
時
間
外
受
診
が
増
加
す
る

と
、
今
い
る
地
域
の
医
療
従
事
者

へ
更
な
る
過
酷
な
労
働
を
強
い
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。

市
議
全
員
が
街
頭
活
動

検
討
委
員
会
の
提
案
を
受
け
、

益
田
市
議
会
で
は
、
千
枚
の
チ
ラ

シ
を
作
成
。
全
市
議
２８
人
に
よ
る

街
頭
活
動
を
５
月
２５
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
初
期
医
療
と
二

次
医
療
の
機
能
の
分
化
を

図
る
た
め
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
つ
よ
う
市
民
へ

呼
び
か
け
た
ほ
か
、
「
小

児
救
急
電
話
相
談
事
業
」

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
全
国
同

一
の
短
縮
番
号
「
♯
８
０

０
０
」
を
プ
ッ
シ
ュ
す
る

と
、
都
道
府
県
の
相
談
窓

口
に
自
動
転
送
さ
れ
る
も

の
。
小
児
科
医
師
ら
か

ら
、
子
ど
も
の
症
状
に
応

じ
た
助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
民
は
市
議
の
説
明
に
耳
を
傾

け
、
街
頭
活
動
が
市
民
の
医
療
問

題
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

「
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー

（
１０
月
９
日
、
主
催
�
全
国
自
治

体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議

会
）
」
で
講
師
を
務
め
た
城
西
大

学
経
営
学
部
の
伊
関
友
伸
・
准
教

授
に
よ
る
と
「
地
方
議
会
議
員
が

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
の
は
初

め
て
」
と
し
て
お
り
、
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
成

果
は
、
数
字
で
も
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
�
左
掲
表
の
成
果
欄
参
照
。

検
討
委
員
会
設
置
は
一
定
の
成

果
を
収
め
た
も
の
の
、
更
に
踏
み

込
ん
だ
対
策
を
模
索
す
る
た
め
、

益
田
市
議
会
は
検
討
委
員
会
を
改

め
、
６
月
２０
日
に
「
地
域
医
療
対

策
特
別
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
本
腰
を
入
れ
て
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
く
構
え
で
す
。

これまでと今後の取り組み
平成２０年
４月８日 議長の諮問機関として「医療問題検討委員会」

を設置
※平成２１年４月３０日を目途に答申予定

４月２１日 「医療問題検討委員会」が益田保健所所長から
「益田圏域の医師不足と救急医療の現状と問題
点」について説明を聴取

５月１２日 中間答申
【内容】
�医師の確保が困難な状況になっているこ
とから、議会としても関係行政機関に働き
かけをする必要がある。
�休日・夜間等救急外来の増加が勤務医等
の勤務条件の悪化を招いていることから、
地域住民に二次医療と初期医療の機能分化
を呼びかける必要がある。（チラシの配布）

５月２５日 中間答申を受け、医療問題啓発チラシ（１０００枚）
を市内３カ所のスーパー前で配布（議員全員）

６月２０日 「医療問題検討委員会」を発展的解消（衣替え・
昇格）して「地域医療対策特別委員会」を設置

８月１１日 出前特別委員会（美都地区）
８月１９日 「地域医療対策特別委員会」が益田赤十字病院

副院長から「地域医療の現状と問題点」につい
て説明を聴取

９月２日 出前特別委員会（匹見地区）
１１月２９日 医療問題討論会（プレシンポ）開催

来春開催のシンポジウムに先立ち、地域医療を
守るための市民の会（仮称：地域医療を守る市
民の会）結成

平成２１年春 シンポジウム開催

【成果】
益田市内にある益田赤十字病院と医師会病院の１月～８

月の時間外受診者を比較すると、８，５０６人（平成１９年）か
ら７，３０４人（平成２０年）と１，２８２人減少している（対前年比
１４．９％減）。

各市のニュースを募集
「全国市議会旬報」では、各市のニ

ュースを募集しています。
全国の自治体の中でも先進的な取り

組み、ユニークな条例、自慢のイベン
ト、地域のお祭りなど、お寄せいただ
く情報のジャンルは問いません。
ご提供いただいた情報につきまして

は、本紙編集担当職員が記事を作成し、
議会ニュースあるいは市政ニュースと
して紙面で紹介いたします。
本紙をＰＲの場として活用されてみ

てはいかがでしょうか。
（問合せ先）
全国市議会議長会調査広報部
旬報担当 松下・千葉まで�０３（３２６２）２３０９

議 会
ニ ュ ー ス

救
え

地
域
医
療
を

益
田
市
議
会
（
島
根
県
）安達幾夫益田市議長

�

市
内
３
カ
所
で
街
頭
活
動
を
実
施

第１７０６号 平成２０年１１月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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